
飲酒運転根絶に向けて

アルコールと依存について
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１. アルコール依存症とは
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大切な家族や仕事、趣味よりも飲酒を優先させる状態
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最初から依存症という人はいません
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２. 依存症は稀な病気か？
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国内にアルコール依存症の患者さんは
80万人以上いるといわれており、
予備軍も含めると約440万人にも達する
と推定されています。



7

３. 飲酒量と依存症のリスク
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純アルコールで１日60g以上を毎日飲ん

でいると、アルコール依存症のリスクが
高まると警告されています。

これは
・ビールに換算すると500ｍｌを３杯以上
・日本酒に換算するとおよそ３合以上
になります。
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最初から「アルコール依存症」という人は
いません。

飲み続けていくうちに
次第に同じ量では酔えなくなり
飲酒量が徐々に増えていきます。
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４. チェックしてみましょう



11



12



13



14



15



16

判定
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５. 対応の方法
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アルコール依存症は｢否認の病｣ともい
われ、自分は認めたがらない傾向が
あります。

「自ら治療を求めない病気の典型」とも
言われています。
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アルコール依存症は意思が弱いだらし
ない性格でしょうか。

そうではありません。量を減らそうと
思っても減らせない、飲んではいけない
ときに飲んでしまうといった自分の意思
ではコントロールできなくなっている状
態です。
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自分ではなかなか気がつきにくいので、
飲まないでおこうと思っても飲んでし
まったり、普段の様子をみて周りから

注意されたり、スクリーニングテストの
結果等から可能性が疑われた場合等
は、ひとりで悩まずに医療機関を受診し
治療の必要性について相談しましょう。


